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2. 輸出入規制・関税・通関規制・物流

1 医機連 FTAオリジナル
書類の送付

・FTAオリジナル書類の送付が必要。輸送金額、供給リードタイムの調整業
務が発生。

継続 ・電子化（PDF）→日本と同ルール
化。

4. 為替管理・金融

1 日商 金融の不安定 ・金融の安定性に欠く事から、日本からの投資先として適格であるとする事
が難しい。

継続

5. 税制

1 日商 マスターリス
トの輸入額上
限の問題

・年間生産見込みがお客様事情で大きく変わるため、マスターリスト（輸入
見込み部品の）設定を幅広くする必要があり、結果輸入見込み金額が大きく
なり、実際の売上と比較すると、輸入見込みが大きすぎるという指摘を受け
る。

継続 ・マスターリスト輸入額の上限の廃
止。

8. 知的財産制度運用

1 日機輸 冒認商標無効
とする法制度
の未整備

・まだ件数は少ないが、悪意の冒認商標（事業実態の無い者が、他社と類似
の商標を出願し金銭的利益を得ようとする行為）が出始めた。他国に比べ冒
認商標を無効とする法制度が整っていないのは、この国で事業活動を行おう
とする海外企業にとってリスクとなっている。

継続 ・冒認商標を取り締まる法制度の拡充
を期待する。
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※経由団体：各個社の意見がどの団体を経由して提出されたかを表したものであり、表示団体を代表する「主張」「総意」等を意味するものではありません。
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